MSG 2013_4_05

７．サービス機能（トランスレーション）
1） 必要とされる機能の位置づけ
(1) 当資料での想定範囲
当資料作成においては、下図のようなESP間国際接続(※１)を想定してサービス機能を検討している。A国のESPを使うA社と、B国のESPを使うB社の2社間のEDIを実現する際に必要となるサービス機能(トランスレーション)について記述する。
基本的にA国ESPとB国ESP間は国際標準に準拠したメッセージ形式で交換されると想定するが、このメッセージ形式とA社の採用する形式あるいはB社の採用する形式へのトランスレーションが必要となる。
この際、各メッセージ形式で定義されるコードリストや値の取り方に互換性が無い場合には変換が困難となることも想定されるため、注意が必要である。このような非互換は法制度や慣習の違いに起因することが多い。（例：アレルゲンの分類など）
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ESP間の事前の合意により、メッセージのトランスレーションを必要としない（=メッセージを無加工で扱う）場合には、メッセージ形式・データ表現形式、メッセージで利用する文字エンコーディングなどを特に規定しない。双方で解釈できればよいものとする。

(2) 将来の検討可能性について
ESP間国際接続にあたり、別途定義された標準信頼性空間を全てのESPが利用することで個別の仕様調整を必要とせず接続性の確保ができることが望ましい。現段階では実現できていないが多くのESPの賛同によりこのような形となることが理想的である。
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2） 想定されるメッセージ形式・データ表現形式
取り扱うメッセージ形式は、これから挙げるようなものが想定される。
(1) メッセージ標準
1 ASC X12系
1. ASC X12
2. HL-7
3. HIPAA
2 EDIFACT系
1. EDIFACT
※NACCSにも触れる
2. EANCOM
3. ODETTE
4. Tradacoms
5. VDA
3 XML系
1. RosettaNet PIP
2. SWIFT MX
(1) ISO7775
(2) ISO20022 XML
(3) ISO15022
3. ACORD
4. CIDX
5. NACHA
6. PAA
※NACCSにも触れる
7. GS1 XML(BMS)
概要：
GS1 XMLはEANCOMと並ぶGS1のEDI標準である。BMS(Business Message Standards)と呼ばれることもある。UN/CEFACT Modelling Methodologyに準じて開発が行われている。初期バージョンは2002年に発表され2014年1月現在の最新バージョンは3.1で、多くのビジネスプロセスを対象とした約100種類のメッセージが公開されている。
日本国内で小売業を中心とした流通業界で策定され現在普及が進みつつある『流通BMS』は別のものである。
対象範囲：
小売業界を中心に導入されているが、外食産業や建設業界で導入が進んでいる国もある。ドイツ連邦銀行が商業銀行との間の現金輸送の情報交換に利用している。スペイン、オーストリアなどの欧州大陸の中央銀行にも広がる可能性がある。
対応方法・情報入手先：
GS1のグローバルサイトから情報を入手可能である。
http:www.gs1.org/ecom/xml

4 CII標準(EIAJ)
5 その他の日本国内の業界標準
※各標準は列記しない前提で、固定長の業界標準への対応指針を書く。
参考：全銀、J手順、PLANET(固定長)、日食協、E-VANなどを想定して記述

(2) アプリケーションベンダー独自表現形式
1 IDOC
<バージョンによりかなり違うが…>
2 Oracle
3 Microsoft(Excel)
4 People Soft
5 QAD
6 
(3) その他の一般的なデータ表現形式
標準仕様が無い場合によく使われている形式について説明する。
1 CSV　RFC4180
<TSVなど含む>

可変長として一般的に使われているのはCSVです。。。～こういうものです。

2 固定長

バイト列であり、レイアウトの確認が必要、等の説明。
バイト数(文字数)

3） 想定される文字コードと取扱い

ESP間でメッセージのトランスレーションが必要となる場合、双方で共通した文字コードの理解が必要となる。

普段利用している言語が異なるもの同士が対話をする以上、文字集合としては国際的な共通言語である英語を利用するものと考える。
· 英アルファベット
· 数字
· 記号

ただし、各言語で存在する固有の文字（例えば、漢字）を利用したいケースも想定される。この場合は、世界中すべての文字を共通の文字集合として利用できるUnicode（ISO/IEC 10646）を利用するのが自然と考える。

その観点で、各ESPがサービスするトランスレーション機能としては、最低限、以下の文字エンコーディングをサポートする必要がある。
· ISO/IEC 646
· EBCDIC
· UTF-8
· UTF-16

ただし、上記に挙げた文字エンコーディング以外であっても、ESP間双方が互いに理解できるトランスレーション機能を持っている場合においては、この範囲に限定しない。

以下、サポートする文字エンコーディングの概要を説明する。

(1) ISO/IEC 646

· ISO/IEC 646 は、7ビットの文字コードを規定するISO（国際標準化機構）標準。
· ISO/IEC 646 IRV（International Reference Version：国際基準版)が、ASCII と同じ図形文字集合を用いている。
· ISO/IEC646 は、ASCIIの図形文字集合を各国で使用できるようにしたもの。国際基準版をベースにして、各国の都合に応じて文字を変更してもよい符号位置を定めている。
· 日本版のISO/IEC646 は、JIS X 0201として標準化されている。

文字表

	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	0
	NUL
	DLE
	SP
	0
	@
	P
	`
	P

	1
	SOH
	DC1
	!
	1
	A
	Q
	a
	Q

	2
	STX
	DC2
	“
	2
	B
	R
	b
	R

	3
	ETX
	DC3
	#
	3
	C
	S
	c
	S

	4
	EOT
	DC4
	$
	4
	D
	T
	d
	T

	5
	ENQ
	NAC
	%
	5
	E
	U
	e
	u

	6
	ACK
	SYN
	&
	6
	F
	V
	f
	v

	7
	BEL
	ETB
	‘
	7
	G
	W
	g
	w

	8
	BS
	CAN
	(
	8
	H
	X
	h
	x

	9
	HT
	EM
	)
	9
	I
	Y
	i
	y

	A
	LF
	SUB
	*
	:
	J
	Z
	j
	z

	B
	VT
	ESC
	+
	;
	K
	[
	k
	{

	C
	FF
	FS
	,
	<
	L
	＼
	l
	|

	D
	CR
	GS
	-
	=
	M
	]
	m
	}

	E
	SO
	RS
	.
	>
	N
	^
	n
	￣

	F
	SI
	US
	/
	?
	O
	_
	o
	DEL

















国際基準版を基準とし、以下の12文字の割り当てを変更したものが各国版となる。

	コード
	国際基準版
	各国版
	JIS X 0201
ラテン文字集合

	0x23
	#
	いずれかを選択
#（番号記号）
£（ポンド）
	#

	0x24
	$
	いずれかを選択
$（ドル記号）
¤（不特定通貨記号）
	$



	コード
	国際基準版
	各国版
	JIS X 0201
ラテン文字集合

	0x40
	@
	任意の文字
	

	0x5B
	[
	
	

	0x5C
	＼
	
	\  (円記号)

	0x5D
	]
	
	

	0x5E
	^
	
	

	0x60
	`
	
	

	0x7B
	{
	
	

	0x7C
	|
	
	

	0x7D
	}
	
	

	0x7E
	~
	
	￣ (オーバーライン)

















(2) EBCDIC

· IBM社によって開発された、主にIBM系のメインフレームで採用される8ビットの文字コード。 
· 256個の文字、数字と記号の表示が可能であり、58文字が規定されている。
· 各ベンダーにより独自に拡張されているため、多数のコードが存在する。 
· 日本語用EBCDICとしては、一般的にEBCDIKと呼ばれる、空き領域にカタカナを追加したものが存在する。

文字表

以下の58文字が規定されている。

	
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	A
	B
	C
	D
	E
	F

	0
	SP
	&
	-
	
	
	
	0

	1
	
	/
	
	
	A
	J
	
	1

	2
	
	
	B
	K
	S
	2

	3
	
	
	C
	L
	T
	3

	4
	
	
	D
	M
	U
	4

	5
	
	
	E
	N
	V
	5

	6
	
	
	F
	O
	W
	6

	7
	
	
	G
	P
	X
	7

	8
	
	
	H
	Q
	Y
	8

	9
	
	
	I
	R
	Z
	9

	A
	
	:
	
	

	B
	.
	
	,
	#
	
	

	C
	<
	*
	%
	@
	
	

	D
	(
	)
	_
	'
	
	

	E
	+
	;
	>
	=
	
	

	F
	
	?
	"
	
	




(3) UTF-8

· Unicode（ISO/IEC 10646）の文字集合を表現するための文字エンコーディング方式のひとつ。
· 1文字を、8ビットの可変長マルチバイト（1～4バイト）で表現する。
· ISO/IEC 646 IRV（= ASCII）と互換性がある。

(4) UTF-16

· Unicode（ISO/IEC 10646）の文字集合を表現するための文字エンコーディング方式のひとつ。
· 1文字を、16ビットを単位とした可変長マルチバイト（2または4バイト）で表現する。
· ISO/IEC 646 IRV（= ASCII）と互換性がない。


(5) メッセージ標準における文字エンコーディング

前述したメッセージ標準とそのメッセージで利用する文字エンコーディングの関係について、以下に整理する。

X12メッセージで利用可能な文字エンコーディング

X12では、以下の文字集合が利用可能と規定されている。
文字エンコーディング方式としては、「ISO/IEC 646 IRV（= ASCII）」と「UTF-8」が推奨されている。 

	基本文字集合

	A...Z 
	0...9 
	! 
	“ 
	& 
	‘ 
	( 
	) 
	* 
	+ 

	, 
	- 
	. 
	/ 
	: 
	; 
	? 
	= 
	SP 
	

	拡張文字集合

	a...z 
	% 
	~ 
	@ 
	[ 
	] 
	_ 
	{ 
	} 
	\ 

	| 
	< 
	> 
	# 
	$ 
	
	
	
	
	




EDIFACTメッセージで利用可能な文字エンコーディング

EDIFACTでは、メッセージヘッダーにあたるUNBセグメントに、メッセージで利用する文字エンコーディングをキーワード指定する。 

	Ex. UNB+UNOA:3+5012345678901:14+4598765432198:14+000316:1402+INV73529++INVOIC’



	キーワード 
	エンコーディング 

	UNOA
	ISO 646（a...z の英子文字を除く） 
. , – ( ) / = (space)

	UNOB
	ISO 646　All of UNOA
‘ + : ? ! ” % & * ; < >

	UNOC
	ISO 8859-1 (Part 1: Latin alphabet No. 1) 

	UNOD
	ISO 8859-2 (Part 2: Latin alphabet No. 2) 

	UNOE
	ISO 8859-5 (Part 5: Latin/Cyrillic alphabet) 

	UNOF
	ISO 8859-7 (Part 7: Latin/Greek alphabet) 

	UNOG
	ISO 8859-3 (Part 3: Latin alphabet) 

	UNOH
	ISO 8859-4 (Part 4: Latin alphabet) 

	UNOI
	ISO 8859-6 (Part 6: Latin/Arabic alphabet) 

	UNOJ
	ISO 8859-8 (Part 8: Latin/Hebrew alphabet) 

	UNOK
	ISO 8859-9 (Part 9: Latin alphabet) 

	UNOX
	ISO 2022-JP（JISコード） 

	UNOY
	ISO 10646 (Unicode) 




XMLメッセージで利用可能な文字エンコーディング

XMLでは、メッセージの先頭に記述するXML宣言中で、利用する文字エンコーディングを明示する。 

	Ex.
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>



Encoding属性に記述できる値（名称）は、IANA（Internet Assigned Numbers Authority）に登録されたキャラクタセット名を使用する。 
IANAは、インターネットにおいて名前や番号の登録を必要とする情報に関して登録業務を行う組織 
・キャラクタセット一覧：　
・ http://www.iana.org/assignments/character-sets/character-sets.xhtml



以下、脚注説明を想定(この文章中での意味定義)

文字コード
文字集合
文字エンコーディング

ESP


コメント１（栗田）：業界横断EDI仕様について
例の業界横断EDI仕様については現在全く考慮されていません。（過去実績上必要となった可能性を検討したため）必要でしょうか？必要だとするならばその正式名称と説明が、メッセージ標準の中に1つ必要になりますが、前回議論でも全くその意見は出ませんでした。よって今時点では含めていません。

コメント２（栗田）：エラー処理について
現在時点の認識では、前回議論の時に出た意見も踏まえますと、そもそも各標準仕様でエラー通知が決まっていたりいなかったり、通知されたりされなかったり、ということになるはずです。また標準仕様自体が変換を想定しているのかというと、今回のような総当たりのような変換は想定していないはずです。結果、一律に記述することができず各標準に決め事があれば従うということになると思います。よって、現在記述している「どんな範囲を知っておけばよいか？」という情報の中には含める必要が無いと考えています。
 また通信上のエラーとトランスレートのエラーなど、エラーの発生が起こりうるポイントとその検出は運用管理上の観点であり、エラー通知の方法というよりは、トレーサビリティ確保の別の観点での検討になると思われます。


確認応答メッセージ（アプリケーションエラー処理）案：事務局
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